
ろ
う
。
そ
こ

に
は
法
然
を
佞
統
す
る
に
当

つ
て

の
実
践
派
理
論
派
、

進
歩

保
守
、
新
旧
両
派

の
意
見

の
対
立
が
見
出
さ
れ
る
。

そ

の
他
、
天
台
の
住
心
や
長
西

の
如
き
法
然

の
教
を
受
け

た
も

の
、

又
は
そ

の
滅
后

の
帰
浄
者

、
法
粗

の
良
遍

や
東
大
寺
の
悟
阿

等

に
よ
り
、
主
と
し
て
法
然
滅
后
三
十
年
以
後

の
こ
ろ
、
諸
行
本

願
義
が
主
張
さ
れ
て

い
る
時
、
か
の
正
元
元
年

(
一
二
五
九
)
に

著
さ
れ

た
日
蓮

の

「
守
護
国
家
論
」

に
於
て
、
選
択
集
を
痛
烈

に

破
し

っ
つ
、
法
然

の
門
弟
で
内
心
は
専
修
念
仏

で
あ
り
な
が
ら
外

面

の
み
諸
行
往
生
説
を
立
て
聖
道
門

に
妥
協
す
る
よ
う
に
見
せ
か

け

て

い
る
者
も
あ
り
、
こ
れ
又
当
時

の
浄

土
教
界

の
状
況
を
想
察

す
る

こ
と
が
出
来
る
。
か
よ
う
に
法
然
門
下

一
般

を
通
じ
て
見
ら

れ
る
状
況
は
、
前
述
し
た
法
然

の
主
張

、
そ
れ

に
関
連
し
て
引
起

さ
れ

て
き
た
外
部
的
な
論
難
な
ど
が
顧
み
ら
れ
、
更
に
他
力
念
仏

創
唱

緩
ま
も
な
く
と
云
う
こ
と
や
、
教
団
的
拘
束
力

の
少
い
自
由

教
団
で
あ
つ
た
こ
と
や
、
法
然
門
下
各
自
が

天
台
や
真
言
な

ど
を

経
て
帰
浄
す
る
と
か
、
そ

の
経
歴
を
種

々
に
し
て
い
た
な

ど
の
こ

と
が

ら
の
輻
湊
等
が
詳
細

に
注
目
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ

の
成

立
の

必
然
性

を
容
易

に
理
解
せ
し
め
ら
れ
得
る
こ
と
と
思
う
。
か
よ
う

に
し
て
、
法
然
門
下
は
内
外
諸
方
面

よ
り
全
体
的

に
、
法
然
の
浄

土

一
宗
念
仏

一
行
主
義
確
立

の
為

に
、
念

仏
諸
行
問
題
等
を
中
心

に
、
或
は
仏
教

の
根
本

義

に
顧
み
、
或
は
浄
土
正
依

の
三
経
、
或

は
善
導
等

に
よ
り

、
法
然

の
指
示
を
仰

ぎ

つ
つ
各
自

の
浄
土
教
学

体
系
を
再
構
成
再
確
立
す

べ
く
要
求
せ
ら
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。

鰭蜈
西
上
人

の
嗣
法

の
意
義

山

崎

益

身

一

鎮
西
上
人

は
、
我
が
浄
土
宗
法
然
上
人

の
後
を
受
け
継

い
だ
浄

土
宗

の
矛
二
祖

で
あ

る
に
も
か
か
わ

ら
ず

真
宗
源
流
史
論

(中
沢

見
明
氏
)

の
中
に
よ
れ
ば
、
二
祖

と
云
う
歴
史
的
な
根
拠
が
な

い

と
主
張
し
て

い
る
。
特

に
七
条
起
請
交
に
署
名
が
な

い
、
又
、
選

択
集

の
附
属

の
史
実
が

瞹
昧
で
あ
り
、
禾

代
念
仏
擾
手
印

の
手
次

状
の
史
実
は
無
根

の
虚
説

で
あ
り
、
従

つ
て
篩
弟
関
係

に
つ
い
て

尚
確
実
な
史
料

に
欠
け
て

い
る
。
更

に
年

回
追
警

に
読
経
礼
讃

の

記
事
を
載
せ
て
い
る

の
は
、
恐
ら
く
未
流

の
将
来
の
経
済
問
題
を
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考
慮

し
た
結
果
で
あ
ろ
う
と
論
じ
て
い
る
。
史
論
家

の
考
察

に
対

し
て
、
茅

一
章
鎮
西
上
人

の
入
門
、
矛
二
章
選
択
集

の
付
属
、
矛

三
章
授
手
印

の
手
次
状
、
矛
四
章
二
祖
と
し
て
の
相
伝

に
つ
い
て

述

ぺ
、
特
に
宗
史
的
立
場
を
取

つ
た

の
で
あ
る
。

二

鎮
西
上
人

の
入
門

に
つ
い
て

の
伝
記
は
、
数
多
く

の
著
書
が
あ

る
。
望

西
楼
了
恵
上
人

の
撰
述
に
か
か
る
弘
安
七
年

(
=

一八
四
)

鎮
西
上
人
入
滅
後
四
十
七
年
目
に
出
た
聖
光

上
人
伝

一
巻
で
あ

る
。

そ
の
末
文

に

凡
厥

生

前

懿

徳

没

後

霊

瑞

或

聞

忠

師

之

伝

説

或

依
入

阿

敬

蓮

社

之

記

録

粗

記

梗

概

専

籥

報

恩

而

己

と
あ

る
。
了
慧
上
人

の
師
然
阿
良
忠
上
人

の
見
聞
及
び
鎮
西
上
人

門
下

の
敬
蓮
社

入
阿
入
西
上
人

の
記
録
等
確
実
な
史
料
に
依

つ
て

撰
述

さ
れ
て
あ
る
。
又
そ

の
外

に
、
鎮
西
上
入
が
法
然
上
人
の
門

下
に

な
ら
れ

た
記
事
が
多
く
あ
る
、
念
仏
名
義
集

此

奴
三
十
六
ト
申
セ
シ
年

ノ
五
月

ノ
比
ヨ
リ
法
然
上
人
御
房

二

参

テ
四
十
三
ノ
歳

ノ
七
月

マ
テ
弁
阿

ハ
八
年
相
副
進

セ
テ
浄
土

ノ
法
門

ヲ
奉

被

教

候

と
あ

る
。
又
、
同
じ
く
念
仏
三
心
要
簗

と
、
良
忠
上
人

の
決
答
授

手
印
疑
問
鈔
と
、
選
択
疑
問
答
等
の
史
料

に
よ

つ
て
鎮
西
上
人

の

入
門
は
明
ら
か
に
な
さ
れ

る
の
で
あ
る
。

三

選
択
集

の
付
属

に
つ
い
て
史
実
が
曖
昧

に
対
し
て
は
、
鎮
西
上

人
自
ら

の
徹
選
択
本

願
念
仏
集

の
上
巻

の
後

に
書
か
れ
て
あ
る
。

弟

子

某

甲

忝

奉

遇

法

然

上

人

之

在

橙

親

習

伝

称

名

念

仏

之

義

理

専

修

称

名

偏

期

往

生

之

間

。

-
-
-
量

歓

喜

余

身
随

喜

留

心

.

伏

以

難

報

仰

以

難

謝

。

非

啻

伝

義

理

於

口

決

復

被

授

造

書

於

眼

前

。

解

行

有

本

文

義

己

足

⑳

と
あ
り
、

こ
の
徹
択
篥

に
よ

つ
て
も
、
選
択
集
の
付
属
の
重
要
な

意
義
が
わ
か
る
.
又
、
選
択
疑
問
答

に
も

同
様
の
記
事
が
あ
る
.

真
宗

源
流
史
論

に
は
法
器
た
る
に
よ

つ
て
授
与
せ
ら
れ
た
と
言

つ

て

い
る
が
そ
れ
は
良
忠
上
人
が
、
法
然
上
人
、
鎮
西
上
人

の
相
伝

の
意
図
を
測
ら
れ

た

に
す
ぎ
な

い
。

こ
れ

は
選
択
集

の
製
作
年
代

を
真
宗
は
元
久
元
年
説
を
立
て
て
い
る
上
か
ら
で
あ
ろ
う
。
浄
土
・

宗
は
建
久
九
年
説
で
あ

る
。
そ
れ
は
近
年

石
井
教
道
博

士
の
選
択

集

の
研
究

に
八
説
を
述

べ
ら
れ
て
建
久
九
年
を
重
要
さ
れ
て
い
る

点

か
ら
選

択
集

の
付
属
を
受
け
ら
れ
た

の
で
あ
る
。
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四

授

手
印

の
手
次
状
は
、
血
脈
が
鎮
西
上
人
、
良
忠
上
入
師
資
合

血
の
授
手
印
血
脈
で
伝

々
相
承
す
る
わ
け

で
あ

る
が

、
そ
れ
に
秘

法
手

次
状
が
授
け
ら
れ
て

い
る
。

こ
れ
は
、
邸
ち
念
仏
往
生
浄
土

宗
血
脈

相
伝
手
次

の
事
で
あ
る
。
こ
れ

に
対
し
て
史
論
家

は
、
手

次
状

に
つ
い
て
は
特
に
、
緩
白
河
法
皇
以
下
皆

以

浄

土

宗

修

追

善

ま
で
紙
面

の
大
半
は
、
殆
ん

ど
無
用
の
文
字
を
連
ね
た
も

の
で
あ
り
、
又
後
白
河
法
皇
御
臨
終

の
時
善
知
識
で
あ

つ
た
と
云

う
説

は
聖
光

の
手
次
に
記
載
し
た
が
初
見
で
あ
る
。
又
、
法
皇
御

追
善

に
礼
讃
、
浄
土
三
部
経
を
勤
修
は
未
徒
の
経
済
問
題
を
考
慮

し
た
と
論
じ
て

い
る
。
後
白
河
法
皇

の
御
臨
終
は
四
十
八
巻
伝

に

書

い
て
あ

る
。
又
、
後
白
河
法
皇
の
浄
土
信
仰

に
つ
い
て

の
資
料

は
少

く
な

い
。
玉

葉
、
明
月
記
な
ど
に
ょ
つ
て
も
明

ら
か
に
出
来

る
。

善
知
識

に
つ
い
て
は
三
種
の
善
知
識
が
摩
訶

止
観
四
下

に
述

べ
ら
れ
、

一
外
護

、
二
同
行
、
三
教
擾
。

で
あ
る
。
鎮
西
上
人
は

臨
終
行
儀

を
重
く
観
ら
れ
浄
土
宗
要
集

に
矛
七
十
七
往
生
善
知
識

事
を
設
け
て
あ
る
。

礼
讃
や
三
部
経
を
経
済
問
題

に
結
び

つ
け

る
考

え
は
余
り
に
も
打
算
功
利
的
な
見
解
で
あ

る
。
こ
れ
は
現
代

の
社
会
的
経
済
生
活
な
ど
の
問
題
か
ら
割
り
出
し
て

い
る
と
思
う
。

鎮
西
上
人

の
手
次
状
は
歴
史
的
な
実
例
を

明
ら
か

に
さ
れ
た
の
で

あ
る
。

五

史
論
家

は
法
然
は
聖
道
諸
宗

か
ら
専
修
念
仏

の
浄
土
宗
を
別
立

せ
し
め
た
け
れ

ど
も
、
彼

は
そ

の
減
後

に
於
け
る
宗
門
統
治
老
を

選
定
す
る
こ
と
は
な

か
つ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
若
し
強

い
て
法

然
門
弟
中

で
そ

の
後
継
老
を
信
空
で
あ
る
と
述
べ
て

い
る
が
、
浄

土
法
門
源
流
章
や
伝
通
記
糅
鈔
巻
四
な
ど

に
よ

つ
て
も
明

ら
か
で

あ

る
矛
二
祖

は
鎮
西
上
人

で
あ
る
。
な

に
ゆ
え

に
鎮
西
上
人
が
法

然
上
入

に
八
年
間
鯒
事

な
さ
れ
た
事
か
ら
考
察
す
る
な
ら
ば
、
鎮

西
上
人
が

こ
の
浄
土
宗

の
正
統
を
継
ぎ
、

徒
第
を
教
養
し
、
鎮
西

一
円
を
教
化
な
さ
れ
、
上
人

の
晩
年
頃

に
な
る
と
異
義
邪
説
が
横

行

し
た
た
め
、
鎮
西
上
人

は
末
代
念
仏
授

手
印
を
も

つ
て
相
伝
な

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
鎮
西
上
人

の
嗣
法
を
取
り
上
げ

た
次

矛
で
あ

る
。
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